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岡山県の小学校養護教諭の
姿勢への関心と姿勢教育実施現状について

橋本昌栄�� 　藤原禎子�� 　米谷正造�� 　木村一彦��

要 　　　約

体の歪みは中学生期で最も生じやすいと言われている．姿勢教育の第一段階と考える小学校におい
て主に姿勢教育を行う養護教諭の姿勢に対する考え及び学校での取り組みの実態について明らかにす

ることを目的とした．�		�年 �月から 
月にかけて，岡山県内全校の小学校養護教諭を対象に行っ
た．「姿勢に関する教育・指導」についての質問紙法による調査を行った．

�� 中央教育審議会答申に記載されている子どもの姿勢の内容に必要を感じている教諭は感じていない
教諭より児童に対して姿勢教育を行っている者が有意に多かった．

�� 姿勢教育実施の有無は教諭の年齢や児童数に関係なく行われていた．
�� 姿勢教育実施校は机・椅子の適合も行われていた．
以上の結果より，養護教諭が児童の姿勢に対して関心を持ち，机・椅子の適合と連動させて姿勢教

育を行うことで一層の効果が期待できると考えられた．

緒 言

子どもの姿勢について正木��は�	年も前に「最近
増えていると実感されている問題のワースト �の中
に必ず姿勢が含まれているのが現状問題」と述べて
おり，戎��によって机にうつぶせになる，椅子にも
たれ掛かるといった不良姿勢の子どもについて述べ
られている．このように子どもの姿勢について問題
視している文献は少なくない．また，野井ら ��は中

学生の時に体の歪みが最も生じやすいことを述べて
いる．
著者ら ��が大学生を対象として，大学内で使用し

ている一定の高さの机・椅子に対する使用感につい
て調査したところ，身長の高低に関わらず多くの学
生が机・椅子を「ちょうど良い高さ」と意識してい
ることが明らかとなった．この背景として身長に適
した机・椅子の高さが分からない，正しい姿勢の保
持が不十分である，姿勢で机・椅子の高さに合わせ

ていることが考えられる．身長に合わない机・椅子
の使用や机・椅子の高さに合わせた姿勢での利用は
肩こりや腰痛の原因になることが考えられる．
このような結果にならないよう，正しい姿勢を獲
得するためには不良姿勢によって体に歪みが生じて

しまう前に，姿勢保持や姿勢が体に及ぼす影響など
について理解しておく必要があると考える．そこで
本研究は，姿勢教育の第一段階と考える小学校にお
いて行われている姿勢教育について，小学校養護教
諭の姿勢への関心と養護教諭が学校で取り組んでい
る姿勢教育の現状について明らかにすることを目的
とした．

研 究 方 法

�．調査対象と方法

岡山県に所在する��
校全ての小学校勤務の養護
教諭を対象とし，「姿勢に関する教育・指導について
のアンケート」について自己記入方式の質問紙法調
査を �校に �部郵送法で実施した．�		�年 �月下旬
から 
月上旬にかけて行った．養護教諭の複数配置
校においては，養護教諭全体の取り組みを回答して
もらっている．
���校から回答が得られ，データの揃っていた有

効回答数は���部（���	�）であった．
�．調査内容

質問内容は属性，姿勢に対する考え，今年度の姿
勢教育実施の有無，机・椅子の適合等に関する内容
から構成されている．なお，姿勢教育の実施につい

�� 川崎医療福祉大学大学院 　医療技術研究科 　健康体育学専攻 　�� 川崎医療福祉大学 　医療技術学部 　健康体育学科
（連絡先）橋本昌栄 　〒�������� 　倉敷市松島��� 　川崎医療福祉大学

	�
��
� �����������	
�����

��	��	��


	�




	� 橋本昌栄・藤原禎子・米谷正造・木村一彦

ては，養護教諭が担当したもののみの回答となって
いる．
�．倫理的配慮

川崎医療福祉大学倫理委員会で許可の得られた藤

原��の方法と同様の手法を用いた．すなわち調査に
あたっては研究目的，調査内容，データの使用方法，
データ廃棄処理法，提出後は撤回できない旨につい
ての説明文を同封し，アンケート冒頭に承諾書をつ
け，承諾を得られた者にのみ回答してもらった．
�．分析

検定にあたっては ���� ���	 ��� �������を用
い，単純集計，�二乗検定，クロス集計を行った．
統計学的有意水準は��以下とした．

結 果

�．回答者及び回答校の属性

　（�）性別

回答者���人，全員が女性であった．
　（�）年齢

年齢を「�	代」「�	代」「�	代」「�	代」の �つに分
けた．各年代の人数は「�	代」�
人（�
�
�），「�	

代」��人（�
���），「�	代」��人（�����），「�	代」
��人（�����）であった．

　（�）児童数

学校教育法施行規則第二十条��に記載されている
「一学級の児童数は，四十以下を標準とする」に基づ
いて，�校あたりの児童数を「��	人以下」「�����
	

人」「�
�人以上」の �群に分けた．
「��	人以下」���校（
����），「�����
	人」��

校（�
���），「�
�人以上」��校（�
�	�）であった．
�．養護教諭の姿勢に対する考え（図 �）

児童の姿勢については研究誌や機関誌だけでなく
中央教育審議会答申（以下、中教審）（�		�）「子ど

もの体力向上のための総合的な方策」��においても
取り上げられている．この答申に記載されている姿
勢に関する内容「家庭や学校で子どもがきちんとし
た姿勢で過ごすことができるようにしていくととも
に地域でも子どもの姿勢を気にかけ，声をかけてい
くなど地域ぐるみで取り組むことが必要である」に
ついて必要性を感じるかどうかを質問したところ，
「とても感じる」
�人（�����），「少し感じる」�
人
（�����），「どちらともいえない」��人（
�
�），「あ

まり感じない」��人（��
�），「全く感じない」	人
（	�	�），「分からない」 �人（��	�）であった．
�．学校で行われている姿勢教育について

　（�）児童に対する姿勢教育の実施（図 �）

県内の小学校で行われている姿勢教育の実施状況
について知るために「本年度、児童生徒に対して姿勢

図 � 中教審の内容に必要性を感じる場合

図 � 本年度の児童に対する姿勢教育実施の有無

に関する教育・指導を行いましたか」と質問し，「は

い」「 �月以降に行う」「いいえ」「分からない」の �

つの選択肢を設けた．結果は「はい」�
人（�����），
「 �月以降に行う」�
人（�����），「いいえ」�
人
（�����），「分からない」��人（����）であった．
姿勢教育の実施の有無とその要因について検討す

るため，「分からない」と回答した��名を除く�
�名
の回答のみを用いて以下の比較，検討を行った．
　（�）中教審に対する考えと学校で取り組んだ姿勢

教育との関係（図 �）

中教審に記載されている姿勢に関する内容に対す
る必要性と本年度に学校で行われた児童を対象とし
た姿勢教育との関係について比較を行った．
中教審の内容に必要性を「とても感じる」と回

答したもので本年度，姿勢教育を「行った」��人
（�����），「 �月以降に行う」��人（�����），「行っ
ていない」�	人（������であった．「少し感じる」
ものでは，姿勢教育を「行った」��人（�����），「 �

月以降に行う」��人（
	�	�），「行っていない」��人

（�����）であった．「どちらともいえない」もので
は姿勢教育を「行った」�人（�����），「 �月以降に
行う」�人（���
�），「行っていない」�人（�	�
�）
であった．「あまり感じない」と回答したものでは姿
勢教育を「行った」 �人（�����），「 �月以降に行
う」�人（�����），「行っていない」 
人（

���）
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であり，「分からない」と回答したものでは姿勢教育
を「行った」	人（	�	�），「 �月以降に行う」及び
「行っていない」 �人（�	�	�）であった．
中教審の内容に対して必要性を「とても感じる」

「少し感じる」と回答した教諭は姿勢教育を「行っ
た」「 �月以降に行う」が合わせて
��
�と�����で
あったのに対して，必要性を「あまり感じない」と
回答した者では�����と低率であったことから，中
教審の内容に対する必要性と姿勢教育の取り組みと
の間に有意な関係が認められた．

図 � 中教審の必要性と姿勢教育実施の関係

�．姿勢教育の実施の有無と児童数，養護教諭の年

齢との関係

　（�）姿勢教育の実施の有無と児童数

姿勢教育実施の有無と先に分けた �群の児童数と
の関係をみた．その結果，姿勢教育の実施の有無と
児童数との間には有意な関係は認められなかった．
　（�）姿勢教育の実施の有無と養護教諭の年齢

養護教諭の年齢を小・中・高等学校のいずれかで
正しい姿勢に対する関心を高めることを目的に含ん
だ徒手体操の経験の有無によって「�	代以下」「�	

代以上」の �群に分けた．姿勢教育実施の有無と養

護教諭の年齢との関係を比較したところ，児童数と
同様に有意な関係は認められなかった．
また，年齢と勤務年数は相関関係にあり，姿勢教

育の実施の有無と養護教諭勤務年数との間もに有意
な関係は認められなかった．
�．姿勢教育実施の有無と児童が使用する机・椅子

の適合との関係（図 �）

「机・椅子どちらか一方でも児童の身長に適合さ
せていますか」と質問し「はい」「いいえ」「分から

ない」の選択肢を設け，姿勢教育実施の有無と机・
椅子適合との関係を比較した．
姿勢教育を「行った」と回答したもので「適合さ

せていますか」の質問に「はい」��校（�����），「い
いえ」	校（	�	�），「分からない」�校（��
�）で
あった．「 �月以降に行う」と回答したものでは「は

い」
�校（
����），「いいえ」�	校（�	���），「分
からない」 �校（����）であり，「行っていない」
の回答では「はい」��校（�
���），「いいえ」 �校
（
���），「分からない」 �校（���
�）であった．

姿勢教育を「行った」学校では机・椅子の適合がな
されているところが多く，反対に姿勢教育を「行っ
ていない」学校ではその割合は低く，有意差が認め
られた．

図 � 姿勢教育実施の有無と机・椅子適合作業の有無

�．机・椅子の適合作業の有無と児童数，養護教諭

の年齢，中教審に対する考えとの関係

　（�）机・椅子の適合作業の有無と児童数（図 �）

机と椅子を児童の身長に適合させているかどうか
と先に分けた児童数との関係をみた．
適合させていると回答した���校の児童数は「��	

人以下」�	�校（�	�
�），「�����
	人」��校（�����），
「�
�人以上」�
校（�����）であった．適合させていな
い��校の児童数は「��	人以下」�校（�
���），「����

�
	人」�校（�
���），「�
�人以上」
校（

���）
であり，分からないと回答した��校の児童数は「��	

人以下」�校（�
���），「�����
	人」�校（�����），
「�
�人以上」 
校（���
�）であった．
適合が行われている学校は児童数が少なく，反対

に行われていない学校は児童数が多く，有意差が認

められた．

図 � 机・椅子適合作業の有無と児童数の関係
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　（�）机・椅子の適合作業の有無と養護教諭の年齢

机・椅子の適合作業の有無と �群に分けた教諭の
年齢との関係を比較したところ，有意差は認められ
なかった．

　（�）机・椅子の適合作業の有無と中教審に対する

考え

この二つの関係を比較したところ，有意な関係は
認められなかった．

考 察

�．養護教諭の姿勢に対する意識と姿勢教育

中央教育審議会答申では体力向上のための一つの
対策として正しい姿勢で生活を送ることが重要であ

り，そのためには学校でも家庭でも地域でも日常生
活の中で子どもに姿勢の大切さを教える事が重要で
あると述べられている．
姿勢を正しく保つことは容易でないが，正しく保

つことで見た目が美しいだけでなく立位・座位問わ
ず体に掛かる負担は軽減され，不良姿勢から起こる
腰痛や肩こりを防ぐことができる	�
�．つまり，姿
勢を正しく保つことは多くの利点がある．
しかし，前述したように，子どもの姿勢に関する

文献の中で姿勢の悪さが述べられているものを多
く目にし，結果 �で示したように中教審の記載内容
に必要性を「とても感じる」�����，「少し感じる」
�����と全体の
��以上の養護教諭がいるものの，
残りの者はあまり必要性を感じていなかったり，必
要かどうか分からない結果となった．
中教審の内容への関心と養護教諭が行った姿勢教

育との関係については，中教審の内容に必要性を「感
じる」と回答した養護教諭の学校ほど姿勢教育の実
施は�����
��
�と高率であったのに対して，養護教

諭が必要性を「あまり感じない」学校では姿勢教育
実施は�����と低率であった．
児童に対して姿勢教育が行われるかどうかは養護

教諭の姿勢に対する関心や意識が関係していること
が伺える．重ねて，姿勢教育実施の有無と教えられ

る側の児童数，教える側の養護教諭の年齢，勤務年
数とは有意差が認められなかったことから，姿勢教
育実施には養護教諭の姿勢に対する考えが重要であ
ることが言える．

�．姿勢教育と机・椅子の適合

小学校における机・椅子の適合率は加藤ら ���によ
ると，机����，椅子��
�であり，福田ら ���によっ
て机と椅子の完全適合率は��という極めて低率で
あることが述べられている．また，緒言でも述べた
ように，著者ら ��が大学で調査した結果では身長に
適していない机・椅子を使用していても，その高さ
が自身に合っていると感じている学生が�	����い
ることが明らかになっている．

これも姿勢教育を行っている学校では�����が，ま
た �月以降に行う学校では
����が机・椅子のどち
らか一方でも適合を行っていた．机・椅子の適合は
結果 
でみたように適合させている学校の�	�
�が
児童数��	人以下の学校であり児童数によって大き
く左右されている．しかしながら，養護教諭の年齢
や中教審への考えとの間に有意な関係は認められず，
学校規模の問題であるとすれば，大規模校の困難が
あることは承知しているが，担任や保護者，児童と

連携を図って適合させることで解消できるのではな
いだろうか．机・椅子を適合させることで姿勢教育
が広い範囲で行え，姿勢に対する意識も高まること
になる．
姿勢教育はただ教えるだけでなく学校や家庭で身

近に使用している机・椅子とを関連づけることで姿
勢の大切さ，身長に適した机・椅子の使用の重要さ
を児童がより理解できるのではないかと考える．
今回の調査より，小学校で行われている姿勢教育

は教える側の養護教諭が姿勢に関心があるかどうか
によって左右されていることが明らかとなった．こ
れより姿勢教育は教える側の教諭が姿勢に対して関
心や意識を持つことから始まるといえる．姿勢教育
を行うことと連動して机・椅子の適合作業も行い，
より一層姿勢に対して理解を深めたり重要さを理解
することができ良い循環ができることを期待する．
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�）河端正也：腰痛テキスト�正しい理解と予防のために．初版，南江堂，東京，�
���，����．

�
）加藤昌彦，大内一雄：学校用家具の実態調査��．�．福島大学教育研究所所報，（��），	���
，��	�．

��）福田英昭，小仙敏彦：学校用家具の現状と改善点�普通教室用机・椅子に関する実態調査．琉球大学教育学部紀要，��，

�
	���
，����．

（平成�	年��月�
日受理）
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